
（別紙様式４－１）                                       （県立高等学校・中学校
用） 

（熊本県立天草拓心高等）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
「夢は空より高く 心は海より広く 道を拓かん」の校訓を基本理念とし、特色を生かした
学びをとおして生徒一人一人の個性と可能性を伸長する。また、子どもたちの未来を切り拓
くとともに、心豊かで地域創生に貢献できる魅力あふれる人材を育成することで、地域から
信頼される活気あふれた学校づくりを目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）確かな学力を育成し、生徒一人一人に寄り添った指導の充実を図る 

ア 「主体的・対話的で深い学び」をとおして、課題解決を可能とする思考力、判断力、
表現力等を育むとともに自己肯定感を高める 

イ 生徒の実態を的確に把握し、具体的な対応策を全職員で共有し、実践する 
ウ 充実したキャリア教育を通して、社会的・職業的に自立できる能力と態度を育む 

（２）豊かな人間性を育成する 
ア 生命を大切にする心や個に寄り添う心を大切にし、人権尊重の精神を育む 
イ 礼節・規範意識を身に付け、善悪を判断し自らを律する力を養う 
ウ 校舎間、学科間を横断した交流により連帯感や愛校心を高める 

（３）心身の健康を自ら高め、管理する態度を養う 
ア 基本的生活習慣を確立する 
イ 情報モラル教育をとおしてＳＮＳとのかかわり方を整える 
ウ 部活動、生徒会活動、学校行事等をとおして達成感や充実感を味わうとともに自他の

安全や心身の健康を保持・増進する態度を養う 
（４）地域との連携・協働（地域から学び、自ら考え、地域に貢献できる人材育成） 

ア 産官学連携による実践的な課題解決学習の充実を図る 
イ 時代や地域のニーズ等を踏まえた学科の特色化を図る 
ウ 農業・商業及び海に学ぶ体験的・実践的な教育活動を展開する 

 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

重点目標
の具現化 

校舎制や７学
科８コースの
特徴を生か
し、地域のニ
ーズ等を踏ま
えた学校の特
色化を図る。 

ＫＳＨコンソ
ーシアム委員
を年５回以上
活用し、地域
のニーズに気
付き、地域か
ら信頼される
学校づくりを
目指す。 

〇ＫＳＨ構想
に お け る ク
リ エ イ ト ハ
イ ス ク ー ル
と し て の 事
業 実 践 の 充
実 と と も に
コ ン ソ ー シ
ア ム 委 員 の
活用を図る。 
〇地域協働に
よ る 課 題 発
見や、その解
決 に 向 け た
探究活動。 

Ｂ 

〇１２月及び２月に本渡校
舎・マリン校舎合同で開催
した探究成果発表会では、
コンソーシアム委員の先生
方から指導助言をいただい
た。本校の探究的な学びを
進化させていきたい。 
 
〇７つの学科で行政や地域
の事業所等と連携した課題
解決型の学習を実践でき
た。 

職員の資

質向上 

校内研修の充
実と研修等参
加への積極的
な奨励。 

ミドルリーダ
ーの育成。 

各 担 当 業 務
に お け る 具
体 的 目 標 の
設 定 と そ の
進 捗 状 況 の
把握。 

Ａ 

校内研修（学習指導・生徒
指導・特別支援教育等）の
校内研修の充実を図った。 

業務改
善、働き
方改革の
推進 

業務の整理や
効率化による
教職員のワー
ク・ライフ・
バランスの実
現。 
 
 
 

〇業務の可視
化を行い、時
間外在校時間
が月４５時間
を超える教職
員を各校舎前
年度平均以下
とする。（前
年度：本渡校
舎11.1人 マ

〇 ICT活用や
ペ ー パ ー レ
ス 化 等 業 務
改 善 策 の 定
着 を 図 る 職
場 環 境 の 整
備によって、
職 員 間 の 働
き や す さ を
高める。 

Ｂ 

〇各分掌部における業務の

整理を行い、次年度以降見

通しを持って業務に取り組

めるよう工夫改善を図っ

た。 

 

 

 



リン校舎6.3
人） 
 
〇職員のメン
タルケアを図
る。 

〇 定 時 退 勤
日を設定し、
定着を図る。 
〇 日 々 の 声
掛 け と 職 員
面談の実施。 

〇時間外在校時間（12/31現

在）月平均45時間以上の教

職員数 

本渡校舎  14人（24.1％）  

マリン校舎  5人（15.2％） 

 
〇衛生委員会を毎月実施。
教職員の時間外在校時間及
び健康状況の確認を行うと
ともに、管理職が適宜声掛
けや面談等を実施し、業務
の負担感の軽減に向けたア
ドバイスや支援等を行っ
た。 

危機管理
体制の強
化 
 

危機管理意識
の向上と的確
な対応。 

危機管理マニ
ュアルの点検
・見直し及び
危機管理訓練
の実施。 

実験・実習
・体育的行
事における
事前指導の
徹底。 

Ａ 

危機管理マニュアルの点検
と見直しを随時行うととも
に、職員研修等で周知を行
い、組織として危機管理意
識の向上を図った。 

学校管理下の
事故未然防止
の取組。 

実験・実習・
体育的行事な
どでの事故
「０」を目指
す。 

定期的に劇
物や薬物の
保管管理状
況の点検、
施設・設備
・実習船の
点検を実施
する。 

Ａ 

実験・実習・体育的行事等に
おける事前指導を徹底した
ことにより、健康面等に重
大な影響を及ぼす事案はな
かった。 

 
学力  
向上 
 

授業の工
夫・改善 
 

分かりやすい
授業の研究と
実行。 

研究授業の充
実と教科横断
型 授 業 の 実
施。 

〇 公 開 授 業
週 間 及 び 研
究 授 業 や 振
り 返 り 会 を
実施する。 
〇 各 教 科 の
連 携 を 強 化
する。 

Ｂ 

〇公開授業では保護者をは
じめ、自治体関係者や中学
校校長、コンソーシアム委
員の方々に参観いただき、
御意見をいただいた。また、
研究授業ではデザイン会や
協議を行い、深めることが
できた。 
〇一方で各教科の連携を体
系的に行うことができなか
ったので、研修等を取り入
れながら教科や校種間の連
携を進めていく。 

ＩＣＴ教育の
推進。 

支援員等を活
用した職員研
修の充実。 

１ 人 １ 台 端
末 利 活 用 事
例を共有し、
Ｉ Ｃ Ｔ 支 援
員 等 に よ る
研 修 を 実 施
する。 

Ａ 

「 miroを活用した授業展
開」をテーマに、支援員の講
義と演習を実施した。分か
りやすい授業をめざして、
次年度もニーズに応じたＩ
ＣＴ教育の研修を計画す
る。 

基礎学力
の定着・
学習意欲
の高揚 

基礎学力の定
着支援、発展
学習の支援。 

個に応じた学
習支援。 

考 査 前 の 補
習 や 補 講 を
実 施 す る と
ともに、個別
指 導 の 充 実
を図る。 

Ａ 

考査前学習会、学期末の補
習や補講以外でも、各教科
で個別の学習支援を行っ
た。しかし、生徒の定着とし
ては十分でない部分もあ
る。進路指導部の配信課題
等を活用しながら、基礎学
力の定着にさらに力を入れ
る。 

生徒の学習意
欲向上に結び
つ く 体 制 作
り。 

新学習指導要
領の理念実現
にふさわしい
評価システム
の改善。 

教科・科目の
特 性 に 合 わ
せ た 観 点 別
評 価 の 実 践
を図る。 

Ｂ 

観点別評価方法について
は、職員の共通理解を図る
ことができなかった。教科・
科目の特性を踏まえつつも
基本となる部分については
理解を促していく。 
 



キャリ
ア教育
(進路 
指導) 

職業観・
勤労観の
育成と進
路意識の
向上並び
に進路に
関する諸
能力育成
を目指し
たキャリ
ア教育の
充実 
 
 

生徒一人一人
の多様な進路
先に応じた、
きめ細やかな
進路指導。 

生徒の適性や
特性等を把握
する機会を設
け、その結果
を活用して生
徒の進路希望
を尊重した進
路指導を行う
。 

〇 職 業 適 性
検 査 を 実 施
し、生徒の適
性 や 特 性 を
把握し、職員
間 で の 情 報
共有を図る。 
 
〇 進 路 希 望
調 査 を 各 学
期に実施し、
そ れ に 基 づ
い て 担 任 等
に よ る 個 別
面 談 を 実 施
する。 
 
〇 キ ャ リ ア
サ ポ ー タ ー
に よ る 個 別
面談を行い、
教 員 と は 違
う 視 点 か ら
の 助 言 を 活
か し た 進 路
指導を行う。 

Ａ 

〇９月に１年生を対象に職

業適性検査を実施し、その

結果を担任がクラス生徒に

フィードバックして進路を

考える機会とした。進路希

望調査を行い、その結果を

各学年で情報共有してその

後の指導に活かした。３年

生就職希望者を対象にキャ

リアサポーターとの面談を

実施し、生徒一人ひとりに

応じたきめ細やかな進路指

導を行なった。 

〇職業適性検査を通して生

徒の得意な分野や興味など

を把握し、職員間での情報

共有や生徒との面談などに

活用した。また、３回の進路

希望調査を通して、最新の

生徒の進路希望状況を把握

したり、２年生を対象とし

たキャリアサポーターの面

談を秋に実施することで情

報提供や助言をしたりする

などして、生徒一人一人に

寄り添った進路指導につな

げた。 

職業観、勤労
観の醸成。 

インターンシ
ップ等をとお
して、学校で
学ぶことと社
会及び職業生
活との関連に
ついて学ぶ機
会を設ける。 
 
 

〇 働 く こ と
へ の 意 識 の
高 揚 と 職 業
適 性 の 把 握
の た め に 全
学 科 の ２ 年
生 を 対 象 に
イ ン タ ー ン
シ ッ プ を 実
施する。 
 
〇 卒 業 後 に
限 ら ず 進 学
後 の 就 労 も
含 め た 将 来
的 な 勤 労 に
つ い て 考 え
る た め の 進
路 講 話 を 年
１ 回 実 施 す
る。 

Ａ 

〇全学科の２年生を対象に

インターンシップを実施

し、社会人としての責任感

やルール・マナーについて

も学び、学校での生活との

結びつきについて考える機

会とすることができた。ま

た、自己の職業適性などに

ついての理解を深めること

ができた。インターンシッ

プとは別に学科独自の現場

実習を実施する学科もあっ

た。 

〇全校生徒を対象に進路講

話を実施する以外にも、企

業見学や専門分野の企業の

方からの講話などを計画し

て、より生徒の進路希望の

実態に合う校内進路ガイダ

ンスを企画・実施すること

ができた。 



進路情報の発

信や進路希望

等の情報の共

有。 

進路情報など

をプリントや

学校ホームペ

ージ、すぐー

る等を用いて

発信する。 

 

〇保護者への

進路情報提供

を学期毎に実

施する。 

 

〇進路希望調

査や模擬試験

等の結果を集

約し、生徒に

現状の把握と

今後の方向性

を持たせる。 

 

〇職員連絡会

等を月１回以

上実施する。 

Ａ 

〇全学年の生徒が「Handy 進

路指導室」で本校に届いた

求人票を閲覧できる環境を

整え、タブレットを活用し

て生徒が保護者と進路相談

できる状況を構築した。ま

た、学校で開催した進路行

事等をホームページ等で紹

介することができた。 

〇進路だよりを発行し、す

ぐーるを用いて保護者に配

信し、情報提供を行った。ま

た、進路希望調査を定期考

査や連休などをまたいで実

施することで、保護者と話

し合う時間を確保できるよ

う配慮し、すぐーるでも調

査実施の案内ができた。 

生徒  

指導 

 

自己指導

能力の育

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的生活習

慣の定着。 

〇 挨 拶 の 励

行。 

〇自ら挨拶の

できる生徒の

育成。 

〇 時 間 を 守

る。 

〇登校指導時

の挨拶励行。

(生徒会活動

含) 

〇教職員及び

生徒間の挨拶

に対する意識

調査を行い改

善に繋げる。 

〇毎朝の登校

指導を行い、

継続的な遅刻

指導を実践す

る。 

〇スマートフ

ォンの利用状

況等から問題

点を分析し、

利用改善を図

る。 

Ｂ 

〇生徒会や生活委員が定期

的にあいさつ運動を行った

ことで、主体的に自らあい

さつをする生徒が増えた。 

〇基本的生活習慣の確立の

ため、本渡校舎では遅刻指

導に力を入れた。今年のみ

の結果ではなく、これまで

数年にわたり継続して取組

んできた成果と全職員の協

力のおかげで全体的な遅刻

数の減少につながった。次

年度以降もさらに減らして

いきたい。 

〇ＳＮＳの使用方法など、

学校全体で共通認識を持っ

て行動できるような機会を

早い段階で設定する。特に

ＳＮＳの利用は生徒の日常

に欠かせないものとなって

いるため、家庭での指導（フ

ィルタリングの設定や使用

時間の設定など家庭でのル

ール作り）を強化する必要

がある。 

〇身だしなみ
を整え、清々
しい整容 

〇年間を通し

て定期的に整

容指導を実施

する。 
〇生徒自身の
整容面への意
識向上を目的
とする主旨を
踏まえ、校則
の見直しなど
を生徒ととも
に進め、教職

Ｂ 

〇整容指導を月に一度ずつ
行っているが、頭髪を整え
ることができずに指導を受
ける生徒は毎月数人程度い
る状況である。理想は、常
日頃から自主的に整える生
徒の意識の育成を図りたい
が、まだそこまでの段階に
は達せていない。しかし、
指導後にはしっかりと頭髪
を整えてくる生徒ばかりな
ので、日常の学校生活の中
で、教職員からの声掛けの



 

 

員間の連携を
図り、日常の
整容指導に力
を入れる。 

頻度を増やすことができれ
ば、状況はさらに改善でき
ると考える。 

他者への思い
やりと自尊心
の育成。 

情報モラル教
育の充実。 

集会や人権教
育ＬＨＲを活
用し情報モラ
ルに関する講
話を実施。ま
た、情報安全
・情報モラル
教育について
の職員研修を
実施し、教職
員の資質向上
を図る。 

Ａ 

情報モラルについては、１
年生の宿泊研修時に４０分
程度時間を割いて行い、保
護者に対しても育友会総会
時に説明を行うなど年度の
最初に丁寧に指導を開始し
ている。その後は、ＳＮＳ
をめぐるトラブルが起きた
際に、クラスや学年などそ
の規模に応じて、機会をと
らえ指導を徹底している。
今年一年間を通してＳＮＳ
による大きなトラブルはな
かった。 

集団生活を通
した共生の心
の育成。 

寮生活の充実

（ マ リ ン 校

舎）。 
 

〇自主自立の
精神を育成す
る充実した寮
生活に向け
て、適宜アン
ケート調査を
行う。 
〇寮生活全般
の改善点を把
握し、人間関
係を考慮した
部屋替え、食
事の改善を行
い、寮環境を
整備する。 

Ａ 

今年度からマリン校舎は大
きく寮の管理体制が変更と
なり、管理人が３名配置と
なって教職員は22：00まで
の夜勤となった。また、１年
生の女子生徒は本渡の桜華
寮からの通学となり、本渡
校舎と連携して情報を共有
することもあった。そのよ
うな中で、生徒指導事案に
つながるような事例は起き
ず、生徒が自律して行動す
る場面が増えたように感じ
る。登校時間も以前より20
分以上早くなったが、それ
への適応もスムーズであっ
た。唯一、寮の最大人数を超
えて受け入れていることか
ら、個別の学習スペースの
確保にはまだ課題が残る。 

交通ルールの
遵守。 

〇自転車・原

付の乗車マナ

ー の 指 導 徹

底。 
〇交通違反・
事故件数の削
減。 

〇自転車通学
生及び原付通
学生に対して
の講習会の実
施。 
〇自転車乗車
時のヘルメッ
ト着用の重要
性について、
生徒の意識涵
養を図る。 
〇交通安全に
関する標語や
ポスターの掲
示 を 行 う な
ど、啓発活動
を 活 発 に す
る。 
〇交通事故現
場等での対応
マニュアルを
生徒へ配付す
る。 

Ｂ 

〇自転車通学生について、

今年度も自転車ステッカー

の張替えや貼っていない自

転車で登校をする生徒がい

た。今後引き続き見逃さず

に指導したい。 
〇交通事故、違反が２学期
終了時点で全体５件。うち、
事故が５件、違反が０件。交
通安全に関する日頃の指導
や計画的な講話や講演会の
実施などを強化し、次年度
以降も交通事故や違反を減
らしたい。 
〇事故・違反は未然に防止
することが大切であり、次
年度は交通委員による啓発
等を行うなど予防・啓発に
積極的に取組む。 

人権教

育の推

進 

個人を尊
重し、相
互理解を
深め、差

生徒の人権意
識を高める教
育活動の推進 

教職員一人ひ
とりが、人権
教育実践の担
い手であるこ

〇 各 教 科 の
授 業 お よ び
Ｌ Ｈ Ｒ に お
い て 人 権 教

Ａ 

〇学期に一度の人権教育職

員研修及び学年ごとの人権

学習ＬＨＲを実施した。職



別やいじ
めのない
学校・学
級づくり 
生命を大
切にする
心を育む
指導 
 

との意識付け
を図る研修な
どを行う。 

育 に 取 り 組
む。また各学
年 で 実 践 研
修 に 取 り 組
む。 

員研修の事後にはアンケー

トを実施し、次の研修に生

かすことができた。ＬＨＲ

は指導案を作成し共有する

ことで、実施者の負担を軽

減するとともに、誰もが指

導できる基盤づくりができ

た。 

〇ＬＨＲ後のアンケートに

より生徒の人権意識の高ま

りが確認できる一方で「寝

た子を起こすな」論が残っ

ていたり、日常生活におけ

る言葉の悪さを耳にする場

面があったりする。朝礼や

終礼を活用した日頃の呼び

かけの設定が必要だと思わ

れる。 

生徒が安心し
て相談できる
環境づくりと
個に応じた組
織的な対応。 

〇生徒の人権
委員会の活性
化を図る。 
〇相談体制の
充実。 

〇「心のきず
なを深める」
た め の 標 語
の作品募集。 
〇 特 別 支 援
教 育 委 員 会
（ マ リ ン 校
舎）、教育相談
部会（本渡校
舎）と協力し
て、得た情報
を 人 権 教 育
にも生かす。 
〇 保 健 室 と
の 連 絡 を 密
にし、ＳＣな
ど の 情 報 を
人 権 教 育 に
生 か し て い
く。 

Ｂ 

〇生徒人権委員による、人

権委員会年度目標のクラス

における発表・掲示や「心の

きずなを深める」ための標

語づくりの説明・標語集め・

短冊への記入等、委員が活

躍する取組を増やしたこと

で、人権委員としての自覚

と自己の有用感を育むこと

ができた。 

〇相談体制の充実に向け、

教育相談部と連携し、各ク

ラスにＳＣの紹介掲示物を

配付・掲示することができ

た。 

〇相談体制の充実につなが

る各部や保健室からの情報

は得たものの、人権にかか

る相談体制の充実とまでは

至らなかった。教育相談部

との連携を密にし、人権に

かかる相談体制について再

考する必要がある。 

いじめ
の防止
等 

いじめ根

絶のため

の啓発活

動 

 

 

いじめ根絶に

向けた教職員

一人一人の組

織的な対応。 

いじめ防止対

策委員会の充

実といじめ事

案発生時のス

ピード感のあ

る対応。 

担任、学年、

学 科 と 連 携

をとり、教育

相 談 部 な ど

他 の 分 掌 部

と 協 力 し て

ア ン ケ ー ト

や 面 談 週 間

を実施し、未

然 防 止 に 取

組むと共に、

い じ め 防 止

Ａ 

昨年度に比べ、いじめ事案

は両校舎とも大幅に減少す

ることができた。それに伴

い、学校や寮生活が楽しい

と感じる生徒数もアンケー

ト上では多くなっている。

一方で、「理由次第ではいじ

めてもよい、いじめられて

も仕方ない」と考えている

生徒が一定数いることもア

ンケート結果から判明し、

学校教育全体を通して、他



対 策 委 員 会

を 適 宜 開 催

し、的確な対

応 や 未 然 防

止 策 を 全 職

員 で 共 有 す

る。 

者を思いやる生徒の育成の

必要性を感じている。 

生徒一人一人

が人権感覚を

育み、良好な

人間関係構築

の た め の 支

援。 

具体的行動指

標や標語、ポ

ス タ ー 等 作

成。 

「 い じ め 根

絶宣言」を全

校 生 徒 に 周

知し、全校集

会 や 学 年 集

会、ＬＨＲを

活用して、講

話 や ポ ス タ

ー 掲 示 や 標

語 の 募 集 を

行い、生徒自

ら が 豊 か な

人 権 感 覚 を

磨 く 機 会 と

する。 

Ｂ 

〇いじめ問題だけでなく、

様々な人間関係に関する課

題や問題を未然に防止する

ためにＬＨＲを活用した

「人やものを大切にする

心」や「コミュニケーショ

ン能力」を育てる取組みな

どをもっと計画的に実践す

る必要がある。生徒指導部

だけでなく教育相談部や人

権教育主任などともっと連

携を深めて取り組んでい

く。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

保護者や

地域等と

の連携 

情報発信 

 

 

育友会、同窓

会、自治体、企

業との連携。 

育友会、同窓

会、地域と協

力し、地域活

性化に協力し

ながら教育活

動を充実。 

学校行事や商

品開発、地域

活性化におい

て、育友会、

自治体、諸団

体 と 協 力 す

る。 

Ａ 

〇育友会がマリン祭体育部

門競技に参加、文化部門で

はカレー販売、校内長距離

走大会では豚汁の炊き出し

を行っていただき協力を得

た。苓北町のじゃっと祭、お

城まつり等、地元のイベン

トに生徒がボランティアと

して参加、地域の活性化に

協力しながら教育活動を充

実させた。 

〇文化祭では、育友会で寄

せ植えの展示、餅の販売や

バザーをして好評であっ

た。 

〇１２月にはミニバレー大

会を両校舎から参加して盛

り上がった。今年度はすべ

ての育友会が関わる行事の

案内を両校舎に行い、育友

会活動を協力して行うこと

ができた。 

広報活動の充

実 

情報機器を活

用し、地域へ

の情報発信 

ホ ー ム ペ ー

ジ、インスタ

グラムの活発

な更新、学校

新 聞 等 の 配

付。 

Ａ 

〇学校新聞を毎月発行、中

学校や地域の回覧板で情報

発信した。 

〇インスタグラムでは投稿

数 820、フォロワーも 2500

人を超えた。教育活動を広

く情報発信できた。 

〇インスタグラムでの広報

活動は充実したが、両校舎



の投稿頻度について工夫や

改善を行う。 

 

  



 

４ 学校関係者評価 

〇本校の校舎制や７学科８コースの特徴を生かした学校の特色化について 

 １２月と２月に課題研究に関する発表会を実施しており、コンソーシアム委員等の活用など地

域の関係機関の活用を図り、重点目標の具現化に向け、Ａ評価となるよう頑張ってほしい。 

〇働き方改革について 

 ４５時間を超える教職員の数について、本渡校舎は前年を下回っているものの、働き方改革の

取組は十分進んでいると捉えている。Ａ評価をつけることで、先生方の仕事へのやる気等を引き

出すことができるのではないか。 

〇観点別評価の工夫改善について 

 新学習指導要領における観点別評価の共通理解を図ることができなかったとある。研修等を通

じて、学校としての取組を行っていると思うが、共通理解を得られるための方策などを検討し、す

べての教員が取り組めるようにしてほしい。 

〇キャリア教育の充実 

 本年度は８名の就農者を出していただくなど、天草地域の農林水産業の魅力発信に向けて、イ

ンターンシップや企業等講演会を実施しながら、キャリア教育を行っている。近年の傾向として、

高校生の離職率が上昇していると聞いており、離職防止に向けた取組等を実施してほしい。 

〇施設設備等について 

 学校施設などの雨漏り等の実情について、先生方のアンケートに記載してある。限られた予算

ではあるが、必要な部分については、対応をしてほしい。 

〇情報発信について 

 インスタグラムによる情報発信を活発にしている点については、非常に評価をしている。しか

し、学校のホームページの更新についてもインスタグラム同様に頻繁に更新することで、さらに

情報発信がなされていくと考える。 
  

 

５ 総合評価 

１ 本年度の学校教育目標 

 本校の校訓を基盤とし、各学科コースが特色ある教育活動を実践している。特に年間に２回実

施したＫＳＨ研究成果発表会においては、両校舎合同で開催することで、それぞれの校舎の取組

を生徒が知る機会となり、今後の研究活動の新たな方向性を生徒自ら考えることができた。加え

て、コンソーシアム委員より年々研究の精度が上昇していること、商品開発や地域課題研究など

身近な問題に目を向けることにより、今後の天草地域に貢献できる人材育成にむけての基礎作り

ができてきているとの感想をいただいた。 

合同レクレーション大会や１年生の集団宿泊研修等の両校舎の生徒が交流する機会を設けるこ

とで、生徒自らが天草拓心高校の一員であるという愛校心や自己肯定感の醸成ができた。 

【学校評価アンケート】 

※数字は「十分達成できている」＋「おおむね達成できている」の割合 

Ｑ２ 学校では学科の特色を生かした教育活動が行われており、入学して（入学させて・勤務し

て）良かったと思う。 

生 徒：９３％で、昨年から±０ポイント 

保護者：９３％で、昨年から±０ポイント 

教職員：８２％で、昨年から＋３ポイント 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）確かな学力を育成し、生徒一人一人に寄り添った指導の充実を図る 

   個に応じた学習指導や進路指導等を実践しており、観点別評価及び「主体的・対話的で深い

学び」による授業改善に向け各教科科目で取り組んでいる。自己評価総括表において、記述さ

れているとおり、研修等を行ってきたものの、観点別評価に関する共通理解が不十分であった

ことから、次年度以降も継続した研修の実施が必要である。 

   療育手帳等を所持する支援が必要な生徒に対し、通級指導や自立活動等の教育活動を行う

ことで、生徒一人一人に寄り添った学習指導・進路指導を行うことができた。 

【学校評価アンケート】 

※数字は「十分達成できている」＋「おおむね達成できている」の割合 



Ｑ４ 先生は授業をよりよくするため工夫している。（工夫改善につながっている。） 

生 徒：９２％で、昨年から－２ポイント 

保護者：７０％で、昨年から＋１ポイント 

教職員：６１％で、昨年から－１ポイント 

Ｑ５ 学校では、個々の希望に応じた進路指導が行われている。 

生 徒：９３％で、昨年から＋２ポイント 

保護者：７７％で、昨年から＋３ポイント 

教職員：８１％で、昨年から－１ポイント 

 

（２）豊かな人間性を育成する 

   昨年度に比較すると特別な指導やいじめ等の件数が減少し、比較的落ち着いた学校生活を

送ることができた。生徒においては、校則や整容等のルールを守る規範意識が定着してきたも

のの、教職員は学校評価アンケート「私（生徒）は、校則及び生活の規律を守っている」の

項目で、まだまだ不十分であると感じており、教職員一丸となった指導を行いたい。 

ＳＮＳに起因する生徒間のトラブルは、依然として出ていることから、新入生宿泊研修時の

指導や全校集会・学年集会での指導、各教科・科目における情報モラルに関する学習などを通

した継続的な指導の必要性がある。 

  【学校評価アンケート】 
※数字は「十分達成できている」＋「おおむね達成できている」の割合 
Ｑ７ 私（生徒）は、校則及び生活の規律を守っている。 

生 徒：９３％で、昨年から －２ポイント 
保護者：７９％で、昨年から －２ポイント 

教職員：５５％で、昨年から－１３ポイント 

 

（３）心身の健康を自ら高め、管理する態度を養う 

 スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等を活用することで、悩みを抱えた

生徒に対して支援を行うことができた。また、特別支援教育推進委員会で、支援が必要な生

徒の情報を共有し、スムーズに学習活動が行えるよう、学年や教科・科目担当者と情報共有

を行った。 

  【学校評価アンケート】 
※数字は「十分達成できている」＋「おおむね達成できている」の割合 

Ｑ12 学校には、生徒が悩み等を相談できる雰囲気がある。 

生 徒：８１％で、昨年から－３ポイント 

保護者：５９％で、昨年から－２ポイント 

教職員：８５％で、昨年から－２ポイント 

 

（４）地域との連携・協働（地域から学び、自ら考え、地域に貢献できる人材育成） 

１年次の「総合的な探究の時間」における「天草学」及びカタリバを活用した探究活動に関

する外部とのオンライン授業を基盤とし、２年次以降それぞれの学科・コースの特徴を生かし

た探究活動の実践を行った。また、探究学習に関する成果発表会を年２回実施、天草地域にあ

る県立高校が合同で「学びの祭典」を実施するなど、地域・行政・関係事業所等の教育力を活

用した学習活動を推進した。 

地域との連携した学習活動を推進していくためにコンソーシアム委員会を開催し、委員の方

々からより積極的に地域と関わる仕掛けづくり等、今後の地域と連携した教育活動に関する提

言等をいただいた。 

  【学校評価アンケート】 
※数字は「十分達成できている」＋「おおむね達成できている」の割合 

Ｑ20 学校は、地域に開かれた学校づくりが行われており、地域に情報を発信している。 

生 徒：９４％で、昨年から±０ポイント 

保護者：８４％で、昨年から＋６ポイント 

教職員：９２％で、昨年から＋６ポイント 

 

 

 

 



３ 自己評価総括表 

（１）学校経営 

〇特色のある学校教育 

７学科８コースの特長を生かした教育活動については、探究学習に関する成果発表会を年２回

実施することで、生徒同士で各校舎での取り組みについて共通理解を図るとともに、コンソーシ

アム委員等から探究活動の充実に向けたアドバイス等を受けることができた。 

〇時間外勤務縮減 

 時間外勤務縮減に向け、校務の整理や業務分担の工夫等の対応を行っており、45 時間以上の

教職員は減少している。しかしながら、月 80 時間を超える教職員もおり、衛生委員会による

健康状況の把握や日常における声掛けを行うことで、負担軽減を継続して図っていく。 

 

（２）学習指導 

 新学習指導要領における観点別評価に関する共通理解を図ることが難しかった。その理由とし

て、教科・科目の特長や評価の観点等の整理が不十分であったと考える。 

今年度の卒業生が観点別評価を３年間実施してきたことから、単元目標が適切であるか、各教

科・科目で評価項目や評価のタイミング等の整理を行う。 

また、学習評価が生徒の理解度を測定するものではあるが、併せて教員側の学習指導が適切で

あったかの判断材料となる。単元目標を適切に設定し、目標に合わせた評価の観点を計画、授業

実施後に振り返りを行うなどのＰＤＣＡサイクルを意識した学習指導が必要である。 

  

 

（３）生徒指導 

 昨年度と比較し特別指導に関する件数が両校舎とも減少し、生徒は落ち着いた学校生活を送る

ことができた。しかしながら、ＳＮＳに端を発するトラブル等に関しては、日常的に起こってお

り、情報モラルに関する指導は継続して行っていく必要がある。 

なお、学校評価アンケートでは、教職員は現状に満足していない状況である。生徒一人一人が

自ら考え行動できるよう、自己指導能力の育成に向けて、共通理解と指導の徹底が必要である。 

 

（４）進路指導 

 生徒に対して進路情報の提供、キャリアサポーターによる面談、インターンシップや進路ガイ

ダンス等を開催することで、生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな進路指導を行うことができた。

また、支援が必要な生徒が在籍し、福祉サービスを利用する形でＡ型事業所への就職者が出るな

ど、生徒の実態把握を行った上で、事業所と連携し、現場実習を複数回実施し、生徒のニーズに合

わせた指導を行うことができた。 

 

（５）いじめ防止に関する取組 

 昨年度に比べ、いじめ事案は大幅に減少しており、相談体制の充実が考えられる。他方、「理由

次第では、いじめてよい、いじめられても仕方ない」と考えている生徒が一定数いることが判明

し、いじめ防止や人権教育の推進等、他者を思いやる気持ちの醸成を継続していく必要がある。 

    

 

６ 次年度への課題・改善方策 

１ ７学科８コースの特色を生かした学校づくり 

 次年度以降も各学科・コースの特色を生かした学校づくりを行うため、①行政との連携、②関係

事業所との連携、③地域住民との連携を柱としながら、学科の魅力化を図っていく。特に「総合的

な探究の時間」や「課題研究」等を活用し、本校から商品開発や地域課題解決等の提案を行い、地

域からの意見等をフィードバックしながらさらなる探究を深めるなど、普通科と農業・商業・水産

の専門学科の特徴を生かした学校づくりを継続していきたい。 

 

２ 学習指導の充実 

 今年度の反省の中で観点別評価についての共通理解が難しかったことから、次年度は学習評価

に関する研修の充実及び授業改善に向けたタブレットの活用方法等の研修充実を図ることで、教

科指導力の向上を図る。 

 



３ 生徒指導の徹底 

今年度の学校評価アンケートにおいて、教職員は生徒指導に関して高いレベルを求めているこ

と、生徒指導やいじめ等の件数は減少し、ＳＮＳに起因する生徒トラブルは横ばい状態であるこ

となど、「目指すべき天草拓心高校生」について共通理解を図り、次年度以降も教職員が一丸とな

って指導を行う必要がある。 

また、次年度より登下校時の自転車通学生のヘルメット着用について、子どもたちの命を守る

観点で、交通ルールの遵守及び生徒自らが命を守る観点での指導を徹底する。 

 

４ キャリア教育の充実 

 生徒一人一人の進路ニーズに合わせた指導、インターンシップや進路ガイダンス等、生徒の卒

業後の進路先をイメージした取組の実施など、今年度の事業をブラッシュアップし、継続して取

り組んでいく。 

 また、基礎学力向上を目指し、マリン校舎で放課後実施している学習テストを、生徒の学習到達

度に合わせものにするなど、家庭学習と連携して基礎学力の向上を図る取組を実施する。 

 

５ いじめの未然防止 

 いじめ未然防止について、教職員が生徒の実情を理解し、生徒の変化を見逃さないことが重要

である。そのためには、日頃から生徒とのコミュニケーションをとり、定期的な生徒との面談、保

護者との情報交換などを密にして、学年会や生徒理解研修等での共通理解を図るようにしたい。 

  

 

 

 


